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M を連結で滑らかなリーマン多様体とし，∆ = div ◦ ∇ を M 上で定義されたラプラス作用素と
する．コンパクトな台を持つ滑らかな関数全体がなす空間に ∆を制限すると，それはヒルベルト空
間 L2(M)における対称作用素になるが，これは多様体が完備であると唯一のマルコフ拡大をもつこ
とがM.P. Gaffney [3]により示された．さらに，本質的自己共役であることが P.R. Chernoff [4]や
R.S. Strichartz [6]により示され，その後，一般の非完備多様体に拡張された [2, 5, 8, 7, 9]．
一方，シュレディンガー作用素 L = −∆ + V が本質的自己共役であるためのM 上の実数値連続

関数 V に関する条件も完備多様体の場合にはよく研究されている（例えば [1]を参照）．本講演では，
多様体上のハーディー型不等式を示し，それを用いて Lの本質的自己共役性とマルコフ性について，
特に，多様体の境界や特異集合とポテンシャル V との関係について議論する．紹介する予定の結果
の一部は，M. Bordoni と S. Gallot との共同研究において得られたものである．
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